
【空調設備・電気】丸穴工法　中空間仕切壁1

単位：ｍｍ

中空間仕切壁

国土交通大臣認定番号

貫通する壁の構造等

開口部

占積率

貫通物

形状（開口サイズ）

面積

冷媒管（銅管）

ＶＰ・ＨＩＶＰ管

合成樹脂製可とう電線管

施工方法

電線・ケーブル（１本あたりの導体断面積）

項目

ＰＳ０４５ＷＬ-１３３４

中空間仕切壁　厚さ７４以上

　※開口補強枠（厚さ０.２５以上）要設置

円形（Φ１６０以下）

０.０２㎡以下

６０.９％以下

Φ５０.８以下

呼び２５以下（外径Φ３７以下）

呼び１６以下（外径Φ２２以下）

５０Ａ以下

３８㎟（６００Ｖ）以下

１　開口に開口補強枠を設置する。

２　熱膨張性パテを配管周囲に壁面から５０㎜の範囲で

　　充てんする。

３　中空間仕切壁用固定金具を押さえ金具の側面にある溝に

　　はめ込み、石こうボード用ビスで固定する。

４　パテ充てん部に押さえ金具を被せ、石こうボード用ビスで

　　固定して施工完了。

仕様

ＰＦ３６以下、ＣＤ３６以下

断熱ドレンホース

ドレンホース

保温材（２０以下）

合成ゴム保温材（３８以下） Φ５４以下

アルミ冷媒管 Φ３８.１以下

鋼管 ４０Ａ以下

ステンレス鋼管 Φ４８.６以下

５０Ａ以下結露防止層付硬質塩化ビニル管

保温材（１０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

熱膨張性パテ

押さえ金具

貫通物

開口補強枠

電気

石こうボード用ビス

壁厚７４以上

開
口
Φ
１
６
０
以
下

５０以上

熱膨張性パテ
ＡＰＫ-ＢＰ

空調

熱膨張性パテ

押さえ金具

正面図

石こうボード用ビス

中空壁用固定金具
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【空調設備・電気】丸穴工法　中空間仕切壁1

単位：ｍｍ

中空間仕切壁

熱膨張性パテ

押さえ金具

正面図

国土交通大臣認定番号

貫通する壁の構造等

開口部

占積率

貫通物

形状（開口サイズ）

面積

冷媒管（銅管）

ＶＰ・ＨＩＶＰ管

合成樹脂製可とう電線管

施工方法

電線・ケーブル（１本あたりの導体断面積）

項目

ＰＳ０６０ＷＬ-０６８８

中空間仕切壁　厚さ８０以上
　※開口補強枠（厚さ０.２５以上）要設置

円形（Φ１６０以下）

０.０２㎡以下

６０.９％以下

Φ５０.８以下

呼び２５以下（外径Φ３７以下）

呼び１６以下（外径Φ２２以下）

５０Ａ以下

３８㎟（６００Ｖ）以下

１　開口に開口補強枠を設置する。

２　熱膨張性パテを配管周囲に壁面から５０㎜の範囲で

　　充てんする。

３　中空間仕切壁用固定金具を押さえ金具の側面にある溝に

　　はめ込み、石こうボード用ビスで固定する。

４　パテ充てん部に押さえ金具を被せ、石こうボード用ビスで

　　固定して施工完了。

仕様

ＰＦ３６以下、ＣＤ３６以下

断熱ドレンホース

ドレンホース

保温材（２０以下）

合成ゴム保温材（３８以下） Φ５４以下

アルミ冷媒管 Φ３４.９２以下

鋼管 ４０Ａ以下

ステンレス鋼管 Φ４８.６以下

５０Ａ以下結露防止層付硬質塩化ビニル管

保温材（６以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

熱膨張性パテ

押さえ金具

貫通物

開口補強枠

電気

石こうボード用ビス石こうボード用ビス

壁厚８０以上

開
口
Φ
１
６
０
以
下

５０以上

熱膨張性パテ ＡＰＫ-ＢＰ

中空壁用固定金具

空調
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【空調設備・電気】丸穴工法　片壁1

単位：ｍｍ

開
口
Φ
１
６
０
以
下

熱膨張性パテ

押さえ金具

正面図

国土交通大臣認定番号

貫通する壁の構造等

開口部

占積率

貫通物

形状（開口サイズ）

面積

冷媒管（銅管）

ＶＰ・ＨＩＶＰ管

合成樹脂製可とう電線管

施工方法

電線・ケーブル（１本あたりの導体断面積）

項目

ＰＳ０６０ＷＬ－０６８９－1

片壁　厚さ４２以上

円形（Φ１６０以下）

０.０２㎡以下

６０.９％以下

Φ５０.８以下

呼び２５以下（外径Φ３７以下）

呼び１６以下（外径Φ２２以下）

５０Ａ以下

３８㎟（６００Ｖ）以下

仕様

ＰＦ３６以下、ＣＤ３６以下

断熱ドレンホース

ドレンホース

保温材（２０以下）

合成ゴム保温材（３８以下） Φ５４以下

アルミ冷媒管 Φ３４.９２以下

鋼管 ４０Ａ以下

ステンレス鋼管 Φ４８.６以下

５０Ａ以下結露防止層付硬質塩化ビニル管

保温材（６以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

石こうボード用ビス

熱膨張性パテ

押さえ金具

石こうボード用ビス

貫通物

壁厚４２以上

片壁

１　熱膨張性パテを配管周囲に壁面から５０㎜の

　　範囲で充てんする。

２　パテ充てん部に押さえ金具を被せ、

　　石こうボード用ビスで固定して施工完了。

電気

５０以上

熱膨張性パテ ＡＰＫ-ＢＰ

空調
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ＲＣ・ＡＬＣ壁

壁厚１００以上

開
口
Φ
１
６
０
以
下

熱膨張性パテ

押さえ金具

【空調設備・電気】丸穴工法　ＲＣ・ＡＬＣ壁1

単位：ｍｍ

正面図

国土交通大臣認定番号

貫通する壁の構造等

開口部

占積率

貫通物

形状（開口サイズ）

面積

冷媒管（銅管）

ＶＰ・ＨＩＶＰ管

合成樹脂製可とう電線管

施工方法

電線・ケーブル（１本あたりの導体断面積）

項目

ＰＳ０６０ＷＬ-０６８６

ＲＣ・ＡＬＣ壁　厚さ１００以上

円形（Φ１６０以下）

０.０２㎡以下

６０.９％以下

Φ５０.８以下

呼び２５以下（外径Φ３７以下）

呼び１６以下（外径Φ２２以下）

５０Ａ以下

２０Ａ以下

３８㎟（６００Ｖ）以下

１　熱膨張性パテを配管周囲に壁面から５０㎜の

　　範囲で充てんする。

２　パテ充てん部に押さえ金具を被せ、

　　コンクリート・ＡＬＣ用ビスで固定して施工完了。

仕様

ＰＦ３６以下、ＣＤ３６以下

断熱ドレンホース

ドレンホース

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

合成ゴム保温材（３８以下） Φ５４以下

アルミ冷媒管 Φ３４.９２以下

鋼管 ４０Ａ以下

ステンレス鋼管 Φ４８.６以下

金属強化ポリエチレン管
（アルミ三層管）

５０Ａ以下結露防止層付硬質塩化ビニル管

保温材（６以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

熱膨張性パテ

押さえ金具

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

貫通物

電気

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

５０以上

熱膨張性パテ ＡＰＫ-ＢＰ

空調

FT-施図-第26002号　2026.4.1　



ＲＣ・ＡＬＣ壁

壁厚６０以上

開
口
Φ
１
６
０
以
下

熱膨張性パテ

押さえ金具

【空調設備・電気】丸穴工法　ＲＣ・ＡＬＣ壁1

単位：ｍｍ

正面図

国土交通大臣認定番号

貫通する壁の構造等

開口部

占積率

貫通物

形状（開口サイズ）

面積

冷媒管（銅管）

ＶＰ・ＨＩＶＰ管

合成樹脂製可とう電線管

施工方法

電線・ケーブル（１本あたりの導体断面積）

項目

ＰＳ０６０ＷＬ-１３２８

ECP・ＲＣ・ＡＬＣ壁　厚さ６０以上

円形（Φ１６０以下）

０.０２㎡以下

６０.９％以下

Φ５０.８以下

呼び２５以下（外径Φ３７以下）

呼び１６以下（外径Φ２２以下）

５０Ａ以下

２０Ａ以下

３８㎟（６００Ｖ）以下

１　熱膨張性パテを配管周囲に壁面から５０㎜の

　　範囲で充てんする。

２　パテ充てん部に押さえ金具を被せ、

　　コンクリート・ＡＬＣ用ビスで固定して施工完了。

仕様

ＰＦ３６以下、ＣＤ３６以下

断熱ドレンホース

ドレンホース

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

合成ゴム保温材（３８以下） Φ５４以下

アルミ冷媒管 Φ３８.１以下

鋼管 ４０Ａ以下

ステンレス鋼管 Φ４８.６以下

金属強化ポリエチレン管
（アルミ三層管）

５０Ａ以下結露防止層付硬質塩化ビニル管

保温材（１０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

熱膨張性パテ

押さえ金具

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

貫通物

電気

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

５０以上

熱膨張性パテ ＡＰＫ-ＢＰ

空調

※ECP壁のみ開口補強枠（厚さ０.２５以上）要設置
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【空調設備・電気】丸穴工法　ＲＣ・ＡＬＣ床１

単位：ｍｍ

国土交通大臣認定番号

貫通する壁の構造等

開口部

占積率

貫通物

形状（開口サイズ）

面積

冷媒管（銅管）

ＶＰ・ＨＩＶＰ管

合成樹脂製可とう電線管

施工方法

電線・ケーブル（１本あたりの導体断面積）

項目

ＰＳ０６０ＦＬ－０６８７

ＲＣ・ＡＬＣ床　厚さ１００以上

円形（Φ１６０以下）

０.０２㎡以下

６０.９％以下

Φ５０.８以下

呼び２５以下（外径Φ３７以下）

呼び１６以下（外径Φ２２以下）

５０Ａ以下

２０Ａ以下

３８㎟（６００Ｖ）以下

１　熱膨張性パテを配管周囲に壁面から５０㎜の

　　範囲で充てんする。

２　パテ充てん部に押さえ金具を被せ、

　　コンクリート・ＡＬＣ用ビスで固定して施工完了。

仕様

ＰＦ３６以下、ＣＤ３６以下

断熱ドレンホース

ドレンホース

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

合成ゴム保温材（３８以下） Φ５４以下

アルミ冷媒管 Φ３４.９２以下

鋼管 ４０Ａ以下

ステンレス鋼管 Φ４８.６以下

金属強化ポリエチレン管
（アルミ三層管）

５０Ａ以下結露防止層付硬質塩化ビニル管

保温材（６以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

熱膨張性パテ

押さえ金具

平面図

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

床
厚
１
０
０
以
上

開口Φ１６０以下

電気

ＲＣ・ＡＬＣ床

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

５
０
以
上

熱膨張性パテ

熱膨張性パテ ＡＰＫ-ＢＰ

空調
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【空調設備・電気】丸穴工法　ＲＣ・ＡＬＣ床１

単位：ｍｍ

国土交通大臣認定番号

貫通する壁の構造等

開口部

占積率

貫通物

形状（開口サイズ）

面積

冷媒管（銅管）

ＶＰ・ＨＩＶＰ管

合成樹脂製可とう電線管

施工方法

電線・ケーブル（１本あたりの導体断面積）

項目

ＰＳ０６０ＦＬ－１３３３

円形（Φ１６０以下）

０.０２㎡以下

６０.９％以下

Φ５０.８以下

呼び２５以下（外径Φ３７以下）

呼び１６以下（外径Φ２２以下）

５０Ａ以下

２０Ａ以下

３８㎟（６００Ｖ）以下

１　熱膨張性パテを配管周囲に壁面から５０㎜の

　　範囲で充てんする。

２　パテ充てん部に押さえ金具を被せ、

　　コンクリート・ＡＬＣ用ビスで固定して施工完了。

仕様

ＰＦ３６以下、ＣＤ３６以下

断熱ドレンホース

ドレンホース

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

合成ゴム保温材（３８以下） Φ５４以下

アルミ冷媒管 Φ３８.１以下

鋼管 ４０Ａ以下

ステンレス鋼管 Φ４８.６以下

金属強化ポリエチレン管
（アルミ三層管）

５０Ａ以下結露防止層付硬質塩化ビニル管

保温材（１０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

保温材（２０以下）

熱膨張性パテ

押さえ金具

平面図

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

床
厚
R
C
７
５
以
上

　
A
L
C
１
０
０
以
上

開口Φ１６０以下

電気

ＲＣ・ＡＬＣ床

コンクリート・ＡＬＣ用ビス

５
０
以
上

熱膨張性パテ

熱膨張性パテ ＡＰＫ-ＢＰ

空調

ＲＣ床　厚さ75以上　、ALC床　厚さ100以上
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